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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
神
獣
の
ト
ビ
ラ

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
２
０
９
１
Ｚ

【
作
者
名
】

　
Ｊ
ｕ
ｍ
ｐ
ｅ
ｒ

【
あ
ら
す
じ
】

　
ご
く
普
通
の
少
年
、
コ
ー
ト
の
元
に
あ
る
日
一
匹
の
竜
（
？
）
の
シ
ャ
イ
ト

が
現
れ
る
。

「
よ
う
！
驚
い
た
！
？
」

動
揺
し
た
ま
ま
彼
に
つ
い
て
い
っ
た
コ
ー
ト
。

や
が
て
世
界
の
命
運
を
分
け
る
戦
い
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
と
は
、

シ
ャ
イ
ト
に
も
予
想
出
来
な
か
っ
た
だ
ろ
う
・
・
・
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プ
ロ
ロ
ー
グ
　
神
獣
の
ト
ビ
ラ

人
間
界
に
伝
わ
る
伝
説
の
一
部
。

『
世
界
の
て
っ
ぺ
ん
に
ト
ビ
ラ
が
あ
っ
た
。

世
界
を
創
り
し
「
神
獣
」
達
の
ト
ビ
ラ
。

彼
ら
な
く
し
て
は
決
し
て
開
か
ぬ
ト
ビ
ラ
。

ト
ビ
ラ
は
世
界
が
終
わ
る
と
き
に
開
く
。

新
た
な
「
次
元
」
を
求
め
て
開
く
。

世
界
が
壊
れ
か
け
た
と
き
、
神
獣
は
勇
者
を
従
え
、

ト
ビ
ラ
を
開
き
、
次
元
を
開
く
だ
ろ
う
・
・
・
・
・
。
』

こ
の
物
語
は
、
そ
ん
な
「
神
獣
の
ト
ビ
ラ
」
と
「
神
獣
」
、

そ
し
て
世
界
の
危
機
に
巻
き
込
ま
れ
た
少
年
コ
ー
ト
の
、

厳
し
く
も
楽
し
い
、
長
い
冒
険
の
お
話
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
。
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プ
ロ
ロ
ー
グ
　
神
獣
の
ト
ビ
ラ
（
後
書
き
）

作
者
の
妄
想
の
産
物
。

文
章
力
が
至
ら
な
さ
す
ぎ
る
と
思
い
ま
す
が
何
卒
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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第
１
話
　
ド
ラ
ゴ
ン
、
現
る
！
（
前
書
き
）

第
１
話
。
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第
１
話
　
ド
ラ
ゴ
ン
、
現
る
！

夏
。
太
陽
が
ギ
ン
ギ
ン
が
照
り
つ
け
て
い
る
。

こ
こ
は
「
ラ
ム
ル
ド
大
陸
」
の
小
さ
な
町
、
「
ロ
ッ
ト
」
。

鉱
石
の
産
地
と
し
て
名
高
く
、
今
日
も
ピ
ッ
ケ
ル
を
担
い
だ
男
達
が
町
を
行
き

交
う
。

町
の
中
心
部
に
巨
大
な
鉱
山
。
囲
む
よ
う
に
市
場
と
住
宅
街
が
あ
る
。

鉱
山
か
ら
北
へ
は
鉱
物
輸
送
用
の
道
が
開
け
て
い
る
。

少
年
コ
ー
ト
。

彼
も
ま
た
こ
こ
の
住
人
の
一
人
で
あ
っ
た
。

先
月
１
５
の
誕
生
日
を
迎
え
た
が
、
相
変
わ
ら
ず
彼
女
も
お
ら
ず
、
叔
父
の
仕

事
を
手
伝
う
毎
日
。

３
年
前
に
母
を
亡
く
し
、
父
は
物
心
つ
い
た
こ
ろ
か
ら
行
方
が
分
か
っ
て
い
な

い
。

母
が
亡
く
な
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
叔
父
の
家
へ
や
っ
て
来
た
。

叔
父
は
「
よ
せ
」
と
い
っ
て
い
る
が
、
コ
ー
ト
は
叔
父
の
仕
事
を
一
生
懸
命
手

伝
っ
て
い
る
。

採
掘
さ
れ
た
鉱
石
を
運
び
出
す
仕
事
だ
。

結
構
肉
体
労
働
で
、
１
５
の
彼
に
と
っ
て
、
夏
の
日
の
こ
の
仕
事
は
拷
問
に
近

い
。

「
飯
に
し
よ
う
！
！
！
」

彼
の
叔
父
の
声
が
響
き
、

「
イ
ー
リ
ヤ
ッ
ホ
ウ
！
」

ピ
ッ
ケ
ル
や
台
車
を
投
げ
捨
て
た
男
達
が
一
斉
に
走
り
出
し
た
。

「
オ
レ
も
食
お
う
・
・
・
」

コ
ー
ト
も
台
車
を
お
き
、
鉱
山
を
後
に
し
た
。
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「
ウ
ヒ
ー
！
旨
そ
う
な
ナ
メ
ク
ジ
飯
！
」

「
・
・
・
相
変
わ
ら
ず
『
変
』
食
だ
ね
」

「
い
や
い
や
、
旨
い
ぞ
ナ
飯
」

今
で
は
お
互
い
敬
語
を
止
め
て
話
し
て
い
る
。

今
彼
の
叔
父
が
手
に
し
て
い
る
の
は
、
彼
の
好
物
の
ナ
メ
ク
ジ
飯
、
略
し
て
ナ

飯
だ
。

平
気
で
食
べ
ら
れ
る
と
か
で
は
な
く
、
本
当
に
好
物
だ
と
彼
は
語
っ
て
い
る
。

「
さ
て
、
味
付
け
に
塩
を
～
♪
」

「
え
ぇ
！
？
ナ
メ
ク
ジ
だ
ぞ
！
？
溶
け
る
よ
！
」

「
チ
ー
ズ
感
覚
で
食
え
る
ぞ
！
」

親
指
を
立
て
、
ウ
イ
ン
ク
す
る
コ
ー
ト
の
父
、
「
レ
イ
ン
」
。

コ
ー
ト
は
は
あ
、
と
た
め
息
を
つ
い
た
後
、
用
を
足
し
に
ト
イ
レ
へ
向
か
っ
た
。

鉱
山
に
隣
接
す
る
加
工
工
場
内
に
、
鉱
山
職
員
用
の
ト
イ
レ
が
あ
る
。

用
を
足
し
、
工
場
を
跡
に
し
よ
う
と
し
た
と
き
だ
。

ド
ア
に
手
を
か
け
た
瞬
間
、
コ
ー
ト
は
ふ
と
気
配
を
感
じ
た
。

「
・
・
・
？
」

勘
違
い
だ
ろ
う
か
？
そ
う
思
い
ド
ア
を
開
け
よ
う
と
す
る
が
や
は
り
気
に
な
る
。

「
誰
だ
・
・
・
」

そ
っ
と
後
ろ
を
振
り
返
っ
た
。

ブ
ン
、
と
何
か
が
空
気
を
切
る
音
が
し
た
。

「
何
だ
！
？
誰
だ
！
」

ド
ア
を
少
し
開
け
、
逃
げ
ら
れ
る
体
勢
を
作
り
、
警
戒
す
る
。
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「
ま
ー
ま
ー
そ
ん
な
あ
わ
て
な
い
で
よ
」

緊
張
感
の
な
い
間
抜
け
た
声
が
聞
こ
え
た
。

子
供
の
声
。

「
・
・
・
子
供
？
」

コ
ー
ト
は
辺
り
を
見
回
す
が
、
人
な
ど
そ
こ
に
い
な
か
っ
た
。

ド
ア
付
近
は
普
段
、
工
場
の
職
員
の
た
ま
り
場
に
な
っ
て
い
る
だ
け
。

そ
こ
を
定
位
置
と
し
て
い
る
人
間
は
居
な
い
は
ず
。

「
姿
を
見
せ
て
く
れ
よ
・
・
・
」

お
そ
る
お
そ
る
コ
ー
ト
は
聞
い
た
。

す
る
と
直
後
、
彼
の
前
で
何
か
が
光
り
、
横
切
っ
た
。

「
お
わ
っ
！
？
人
魂
！
？
」

「
ち
げ
ー
よ
」

い
つ
の
間
に
か
光
は
彼
の
前
で
止
ま
っ
て
い
た
。

や
が
て
声
の
主
で
あ
ろ
う
光
の
輝
き
が
落
ち
て
き
て
、
姿
が
露
わ
に
な
る
。

「
・
・
・
え
？
」

こ
れ
、
ド
ラ
ゴ
ン
？
コ
ー
ト
は
そ
う
思
っ
た
。

丸
く
て
大
き
な
瞳
。
頭
の
後
ろ
か
ら
尾
に
か
け
て
は
何
本
か
触
手
の
よ
う
な
も

の
が
伸
び
て
い
る
。

手
は
幼
児
の
手
に
よ
う
に
小
さ
く
、
犬
の
そ
れ
に
近
い
よ
う
な
爪
が
３
本
。

ま
た
、
背
中
に
は
小
さ
な
羽
が
。

「
よ
う
！
驚
い
た
！
？
」

「
驚
か
な
い
わ
け
な
い
だ
ろ
っ
！
！
！
」

「
結
論
か
ら
言
お
う
。
オ
レ
は
ド
ラ
ゴ
ン
で
お
前
を
迎
え
に
来
た
。
さ
あ
行
こ

う
準
備
は
い
い
か
３
－
２
－
１
・
・
・
」
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「
ち
ょ
っ
・
・
・
待
・
・
・
て
！
！
」

も
の
凄
い
早
口
で
言
う
ド
ラ
ゴ
ン
に
コ
ー
ト
は
詰
ま
っ
た
声
で
言
っ
た
。

「
ま
ず
お
前
は
何
な
ん
だ
！
？
」

「
シ
ャ
イ
ト
。
」

「
い
や
名
前
じ
ゃ
な
く
」

「
じ
ゃ
あ
何
だ
？
」

「
え
と
・
・
・
何
だ
？
種
類
？
」

人
類
以
外
と
話
す
の
は
当
た
り
前
の
よ
う
に
初
め
て
だ
っ
た
コ
ー
ト
は
言
葉
を

上
手
く
選
べ
な
い
。

「
種
類
・
・
・
？
ん
ー
・
・
・
『
神
獣
』
、
に
な
る
の
か
？
」

「
・
・
・
神
獣
？
」

コ
ー
ト
は
耳
を
疑
っ
た
。

ト
イ
レ
か
ら
出
て
き
て
帰
ろ
う
と
思
っ
た
ら
突
如
出
て
き
た
ち
っ
ち
ゃ
い
竜
を

神
と
信
じ
る
方
が
無
理
だ
っ
た
。

「
あ
、
あ
あ
～
珍
獣
ね
。
な
る
へ
そ
。
」

「
違
う
！
神
に
獣
で
『
神
獣
』
！
」

シ
ャ
イ
ト
と
名
乗
る
ド
ラ
ゴ
ン
は
半
分
キ
レ
気
味
で
言
っ
た
。

「
・
・
・
」

本
当
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
取
り
敢
え
ず
認
め
な
い
と
先
に
進
め
な
い

の
で
コ
ー
ト
は
話
を
合
わ
せ
る
こ
と
に
し
た
。

「
で
、
神
獣
サ
マ
が
オ
レ
に
何
の
用
で
す
ま
す
る
？
」

わ
ざ
と
ら
し
く
敬
語
を
使
う
コ
ー
ト
。

す
る
と
急
に
シ
ャ
イ
ト
は
真
剣
な
表
情
に
な
っ
た
。

「
言
っ
て
も
信
じ
て
も
ら
え
な
い
と
思
う
け
ど
、
今
『
神
界
』
が
あ
ぶ
な
い
ん

だ
よ
」

シ
ャ
イ
ト
は
言
葉
を
続
け
る
。

「
今
か
ら
言
う
こ
と
を
真
実
と
信
じ
、
誰
に
も
言
わ
な
い
と
約
束
し
て
く
れ
る

？
」

「
言
い
ふ
ら
し
は
し
な
い
。
内
容
に
よ
る
な
、
信
じ
る
か
は
。
あ
と
神
界
の
危

機
と
オ
レ
の
関
連
性
詳
し
く
」
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「
・
・
・
言
い
ふ
ら
さ
な
い
な
ら
良
か
っ
た
。
関
連
性
に
つ
い
て
も
話
す
・
・
・

」安
堵
の
表
情
を
浮
か
べ
る
シ
ャ
イ
ト
。

目
を
瞑
り
、
大
き
く
息
を
は
い
た
後
、
シ
ャ
イ
ト
は
口
を
開
い
た
。
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第
２
話
　
神
界

「
ま
ず
は
神
界
に
つ
い
て
話
す
よ
・
・
・
。
神
界
と
は
、
こ
の
世
界
の
遥
か
上

空
に
あ
る
・
・
・
。
」

「
そ
う
言
え
ば
そ
ん
な
お
と
ぎ
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
」

思
い
出
し
な
が
ら
コ
ー
ト
が
言
っ
た
。

「
神
界
は
『
役
目
を
終
え
た
神
々
』
が
、
次
の
役
目
が
来
る
ま
で
に
過
ご
す
場

所
な
ん
だ
。
」

「
役
目
？
」

「
生
物
に
は
そ
れ
ぞ
れ
個
々
の
役
目
が
存
在
す
る
ん
だ
・
・
・
」

話
を
続
け
る
シ
ャ
イ
ト
。

「
神
界
は
、
２
０
０
年
前
ま
で
は
活
動
し
て
い
た
ん
だ
。
だ
け
ど
２
０
０
年
前
、

突
如
神
界
に
襲
撃
・
・
・
！
」

震
え
る
声
で
力
強
く
シ
ャ
イ
ト
は
言
っ
た
。

「
命
を
取
ら
れ
た
も
の
、
ケ
ガ
で
記
憶
を
な
く
し
た
者
な
ど
も
い
た
。
」

コ
ー
ト
は
不
思
議
そ
う
に
聞
い
た
。

「
何
で
お
前
は
無
事
な
ん
だ
？
」

そ
の
問
い
に
、
シ
ャ
イ
ト
は
力
無
く
、

「
そ
れ
で
オ
レ
の
父
親
は
や
ら
れ
た
・
・
・
子
供
だ
っ
た
オ
レ
を
か
ば
っ
て
ね
・

・
・
」

「
・
・
・
」

コ
ー
ト
に
は
か
け
る
言
葉
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。

「
オ
レ
の
他
に
も
生
き
残
り
は
い
る
。
そ
し
て
そ
ん
な
奴
ら
に
犯
人
グ
ル
ー
プ

を
聞
く
と
必
ず
こ
う
言
う
。
」

「
・
・
・
『
た
っ
た
一
人
だ
』
と
・
・
・
・
・
・
」

コ
ー
ト
の
顔
が
青
ざ
め
た
。

も
し
こ
れ
が
本
当
だ
と
し
た
ら
大
変
な
事
だ
。

「
神
」
と
呼
ば
れ
る
者
を
た
っ
た
一
人
で
滅
ぼ
し
た
者
が
居
る
と
い
う
の
か
・
・
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・彼
の
冷
や
汗
が
止
ま
ら
な
い
。

そ
ん
な
異
常
な
事
態
に
巻
き
込
ま
れ
た
ら
・
・
・

不
安
が
頭
を
よ
ぎ
る
。

「
な
あ
、
オ
レ
を
呼
び
止
め
た
理
由
を
話
し
て
く
れ
・
・
・
」

青
ざ
め
た
表
情
で
聞
い
た
。

「
神
界
ま
で
つ
い
て
き
て
く
れ
れ
ば
話
は
早
い
」

「
何
故
だ
よ
！
？
そ
ん
な
危
険
な
場
所
に
―
―
―
っ
」

「
今
は
大
丈
夫
だ
！
襲
撃
に
備
え
て
常
に
魔
力
で
防
御
膜
を
展
開
し
て
い
る
・
・

・
」

コ
ー
ト
の
言
葉
を
遮
っ
て
シ
ャ
イ
ト
は
言
っ
た
。

「
こ
れ
で
人
生
終
わ
っ
た
ら
お
前
の
せ
い
だ
・
・
・
」

覚
悟
を
決
め
た
コ
ー
ト
は
シ
ャ
イ
ト
に
言
っ
た
。

（
嘘
に
し
て
は
出
来
す
ぎ
だ
。
本
当
だ
と
し
て
、
こ
ん
な
事
に
人
間
を
巻
き
込

む
な
ん
て
普
通
あ
り
得
な
い
。
）

（
オ
レ
に
何
か
あ
る
の
だ
ろ
う
。
）

「
あ
り
が
と
う
。
恩
に
切
る
」

シ
ャ
イ
ト
は
ニ
ッ
と
笑
っ
た
。

数
秒
後
、
彼
ら
の
周
り
を
紫
色
の
光
が
包
む
。

「
何
だ
！
？
」

焦
る
コ
ー
ト
に
シ
ャ
イ
ト
は
言
っ
た
。

「
長
が
誘
っ
て
い
る
。
味
方
だ
。
心
配
要
ら
な
い
」

光
は
や
が
て
大
き
く
な
り
、
そ
の
後
、
二
人
ご
と
消
え
て
し
ま
っ
た
。
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「
何
だ
よ
こ
こ
は
・
・
・
」

夢
で
も
見
て
い
る
の
か
、
と
コ
ー
ト
は
錯
覚
し
た
。

光
に
誘
わ
れ
、
や
っ
て
来
た
の
は
神
界
だ
っ
た
。

「
奧
に
長
が
居
る
。
彼
を
交
え
て
話
を
し
な
け
れ
ば
・
・
・
」

シ
ャ
イ
ト
に
言
わ
れ
る
が
ま
ま
、
コ
ー
ト
は
奧
へ
奧
へ
進
ん
で
い
っ
た
。

地
面
は
な
い
。
透
明
な
空
間
に
コ
ー
ト
は
立
っ
て
い
た
。

何
も
な
い
と
こ
ろ
に
木
が
、
池
が
、
家
が
た
っ
て
い
る
。

空
に
雲
は
な
い
。
た
だ
た
だ
青
空
が
広
が
っ
て
い
る
。

雲
は
正
確
に
は
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
透
明
な
床
の
下
に
見
え
て
い
た
。

「
さ
、
こ
の
中
だ
」

来
た
と
き
か
ら
見
え
て
い
た
ひ
と
き
わ
大
き
な
建
物
に
コ
ー
ト
達
は
入
っ
て
い

く
。

奧
へ
進
む
と
、
玉
座
に
人
が
座
っ
て
い
た
。

人
間
で
あ
る
。
長
く
て
ふ
わ
ふ
わ
し
て
い
そ
う
な
髭
を
生
や
し
、
足
と
腕
を
組

ん
で
座
っ
て
い
る
、
大
柄
な
お
じ
い
さ
ん
。

「
よ
く
来
て
く
れ
た
・
・
・
」

「
は
ぁ
・
・
・
」

コ
ー
ト
は
反
応
に
困
っ
た
。

が
、
す
ぐ
に
話
を
始
め
た
。

「
あ
の
っ
・
・
・
オ
レ
、
こ
こ
に
呼
ば
れ
た
ん
だ
け
ど
・
・
・
で
す
け
ど
・
・
・

」敬
語
が
よ
い
の
か
た
め
口
で
よ
い
の
か
戸
惑
う
コ
ー
ト
。

「
う
む
。
シ
ャ
イ
ト
に
君
を
呼
ぶ
よ
う
言
っ
た
の
は
儂
じ
ゃ
」

「
そ
う
な
ん
だ
よ
・
・
・
」

シ
ャ
イ
ト
は
コ
ー
ト
に
向
か
っ
て
言
っ
た
。

「
君
、
名
は
」
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コ
ー
ト
は
長
に
聞
か
れ
た
。

（
そ
う
言
え
ば
シ
ャ
イ
ト
に
も
名
乗
っ
て
な
か
っ
た
な
・
・
・
）

「
コ
ー
ト
・
・
・
」

「
父
の
名
は
ダ
ウ
ン
か
」

そ
う
問
わ
れ
る
。

「
何
故
知
っ
て
い
る
の
で
す
か
・
・
・
」

父
の
顔
は
覚
え
て
い
な
い
が
、
叔
父
か
ら
話
は
聞
い
て
い
る
。
名
前
は
間
違
い

な
く
「
ダ
ウ
ン
」
。

コ
ー
ト
の
質
問
を
無
視
し
、
長
は
歓
喜
の
声
を
上
げ
た
。

「
見
つ
・
・
・
け
た
！
大
儀
で
あ
っ
た
シ
ャ
イ
ト
よ
！
」

「
光
栄
に
預
か
り
ま
す
」

ぺ
こ
っ
と
頭
を
下
げ
た
シ
ャ
イ
ト
。

「
ど
う
い
う
事
で
し
ょ
う
か
・
・
・
」

訳
が
分
か
ら
な
い
コ
ー
ト
が
問
う
。

長
は
咳
払
い
を
し
て
か
ら
言
っ
た
。

「
君
は
あ
る
一
族
の
末
裔
で
あ
る
の
だ
。
」

「
・
・
・
？
」

「
『
ネ
イ
チ
ェ
ス
ト
：
神
獣
族
』
、
君
は
そ
の
一
族
の
最
後
の
生
き
残
り
だ
・
・

・
」
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第
２
話
　
神
界
（
後
書
き
）

二
話
終
了
で
す
。

コ
ー
ト
の
人
格
が
私
自
身
上
手
く
つ
か
め
て
い
な
い
現
状
・
・
・
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

神獣のトビラ
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Ｄ
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発
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